
ＪＲ東海労ニュース
効率的な業務運営体制の構築について経営協議会開催

まずは非現業部門における業務体制の見直し

リニア建設でやっぱり社員へしわ寄せがやってきた？！
本部は、10月11日「効率的な業務体制の構築について」経営協議会及び

「非現業部門における業務体制の見直しについて」業務委員会を開催しまし

た。会社はこの中で、「将来の当社鉄道事業領域は、東海道新幹線、在来線

に加え、新たに中央新幹線が加わることとなる。そのため更なる効率的かつ

筋肉質な業務運営体制の構築を推進する」と説明しました。

これは、リニア中央新幹線の建設・運営のために社員の働き度を更に高め

ようとするものです。会社曰く「キックオフ」としていることから、今後ど

しどしと、非現業部門を皮切りに、現業機関にも徹底した効率化が行われる

ことは間違いありません。

本部は、「効率化によって安

全が損なわれたり、労働条件が

悪化したり、社員の健康が損な

われたりするのであってはなら

ない。その様な効率化には反対

である。社員が安心して働ける

職場環境があってこそ会社が発

展するものである」と主張し、

効率化については現場の状況を

一番良く知っているＪＲ東海労

と議論し団体交渉で協議するべ

きだと主張しました。

皆さん、リニア中央新幹線の

建設・運営のために職場で働く

社員が犠牲にならないよう効率

化の問題点に声を上げていこう

ではありませんか！
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